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 　・ UおよびDの外界U ― Dと，Dとから，Dの境界∂Dが定義される。（∂Dの点は，D内部からも，
Dの外界からも到達できる点である。即ち，終点以外はD内にある連続的経路によってDの
























 （3.5） この案は課長を通して上にあげる。 
 においては課長の承認や影響力が案に付与されているというイメージを与える。一方， 





























 　・H ― Dが互いに不連結な領域B，Cに分かれる。 











 （3.9） 幅25mの川を，バサロ泳法で渡る。（バサロは，潜水泳法である。） 
 ということも可能となる。 
 　更に一般化が進み，媒体Dや移動経路の形状が問題にならなくなると， 

























































































 （3.16a） 岐阜県から飛騨山脈を越えて長野県に至る。 
 （3.16b） 岐阜県から飛騨山脈を通って長野県に至る。 
 （3.16c） ？岐阜県から飛騨山脈を渡って長野県に至る。 












 （3.17a） 川を越えて向こう岸に至る。 
 （3.17b） 川を通って向こう岸に至る。 



















































 （4.1） 3日かけて仕事を仕上げた。 
 というときに，想定2（通常用いられる想定）では72時間かかったことを意味しない。そして， 



























 （4.3a） 3日間を通して会議が行われた。 











































 （4.5a） 3日間（3回）の会議を通してこの問題が議論された。 
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